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オレキシン

オレキシンは、脳の中で作られる小さな物質です。この物質は、私たちが
起きている状態を保つために、とても大切な役割を持っています。オレキ
シンが少なくなると、強い眠さを感じたり、突然眠ってしまったりするこ
とがあります。このため、オレキシンは睡眠と深い関係があると考えられ
ています。オレキシンは、1998年に日本の柳沢正史教授によって発見され
ました。柳沢教授の研究のおかげで、睡眠の仕組みについての理解が大き
く進みました。現在も、オレキシンに関する研究は世界中で続けられてお
り、不眠症などの治療にも応用されています。


